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前期終了 半年間ありがとうございました
校 長 古 市 直 彦

思えば、令和３年度前期の学校生活が始まった

のは、新型コロナウイルス感染の第４波が勢いを

増し始めている頃でした。「まん延防止等重点措

置」が第５波の到来に伴い「緊急事態宣言」に変

更されるという、昨年度の休校期間中より、はる

かに感染リスクが高い状況下での学校生活が続き

ました。

本校でもクラスターが発生し、生徒・保護者の

皆様に多大なるご心配をおかけした時期もありま

したが、皆様のご理解とご協力のおかげで、その

後、大きなトラブルや感染拡大もなく学校生活を続けることができました。ありがとうございました。

本日行った前期終業式では、私から生徒の皆さんに、テレビ放送で次のような話をしました。

今日で、令和３年度前期の学校生活が終わります。昨年度のように、休校期間こそありません

でしたがコロナ禍の様々な制約がある中、我慢や辛抱を重ねた９７日間でしたね。

体育祭は何とか実施できました。部活動の総体やコンクールも実施できましたが、延期になっ

てしまっている行事もありますし、実施できないことになった行事もありました。そんな中でも、

皆さん、数々の困難を乗り越えながら、とても良くがんばってくれたと思っています。

昨年の前期終業式や後期始業式では、私の好きなコミック「宇宙兄弟」の中から、私の好きな

言葉を紹介しましたが、実は先月、その最新刊が発刊されました。今年もその中から、ナイスな

言葉を、今日と来週の始業式でそれぞれ紹介したいと思います。

この「宇宙兄弟」というコミックは、小さい頃から宇宙飛行士になることを夢見ていた兄弟（ム

ッタとヒビト）の物語ですが、最新刊では、その二人がついに月面で再会します。まだ、これか

ら読むのを楽しみにしている人もいるかもしれま

せんので、詳しくお話しすることは避けますが、

そこまでには、本当にたくさんのトラブルや困難

があったのです。絶望的なでき事や失敗もたくさ

んありました。そんなとき、主人公のムッタは、

子どもの頃からお父さんに言われ続けていた言葉

を思い出します。

「人生は、勉強だぞ」という言葉です。

失敗から学ぶことがたくさんあるというんです。少し調べてみたのですが、実社会の中でも、

いろいろな方が似たようなことをおっしゃっていました。

例えば、本田技研の創業者である本田宗一郎氏は、

「失敗が人間を成長させると考えている。失敗のない人なんて、本当に気の毒に思う。」と。

アップルコンピュータや、日本マクドナルド等の社長を務められた原田泳幸氏は、

「僕は、成功の10倍は失敗している。」と。



マイクロソフトの共同創業者であるビル・ゲイツ氏は、

「成功を祝うのはいい。しかし、もっと大切なのは失敗から学ぶこと。」と、

それぞれおっしゃっています。

「失敗から学ぶ」ということは、もう少し広い意味で「困難だったことから

学ぶ」「困難を乗り越えながら学ぶ」と、とらえることができます。

今学期、数々の困難を乗り越えてきた皆さん。きっと、いろいろなことを学んだことでしょう。

コロナの第５波は何とか終わり、今は緊急事態宣言も解除されていますが、第６波は必ず来るだ

ろうとも言われています。まだまだ、コロナ禍の困難な学校生活は続きそうですが、前期に学ん

だこと・気付いたことを、ぜひ、後期に生かしていきましょう。

人生は、勉強ですね。

そのためにも、よいブレイク、よい秋休みにしてほしいと思っています。

この先、どのような状況になるかは全くわかりませんが、これからも保護者の皆様と連携しながら

子どもたちの成長を応援していきたいと思っています。後期もどうぞよろしくお願いいたします。

今、学校では…

部活動再開
約１ヶ月半ぶりに部活動を再開しま

した。まだ、朝練もなく、時間も90分

に限定して活動しています。いきなり

無理をせず、少しずつ体作りから始め

るようにしていますが、久しぶりに体

を動かすことができた生徒たちは、本

当に楽しそうに活動しています。

学年集会
前期を振り返り、後期の学校生活

の目標をもってもらうため、学年ご

とに集会を行いました。換気した体

育館の中で、できるだけディスタン

スをとるようにして実施しています。

後期の出欠席について
原則的に通常通りの扱いになりますが、以下のような場合は、後期も

「欠席」とはせず「出席停止」いたしますので、お知らせください。

・生徒に陽性が判明した場合や、生徒が濃厚接触者に特定された場合

・生徒や同居家族等がＰＣＲ検査を受ける際に結果が出るまでの間、

登校を控える場合

・生徒や同居家族等が発熱等の風邪の症状がみられる場合

・生徒が新型コロナワクチン接種及び接種後の副反応等で体調不良に

より、登校できない場合

・「医療的ケアや基礎疾患の関係で登校すべきでない」「感染の可能性

が高いと保護者が考えるに合理的な理由がある」と学校長が判断した場合

後期開始時は、とりあえず時差登校を実施致しません。全校生徒が８：１０登校となり

ますが、７：４５に昇降口を開けますので、登校時の密が気になる方は早めの登校で対応

をお願い致します。遅刻・早退に関しても通常通りの扱いになりますが、感染の不安が

ある場合やワクチン接種で遅刻・早退の必要がある場合は遅刻・早退としない配慮がで

きます。担任、または教頭までご相談ください。

専門委員会
前期のまとめと反省、後期の委員

長決め等を進めています。学校の主

役はやはり子どもたち。どんな活躍

をしてくれるか、楽しみです。


